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新しい時代の始まり
生駒市保護司会

会長 木村 交作

平素は、生駒市保護司会活動にご理解とご支援・ご協力賜り、厚く御礼申し上げます。

さて、令和の新しい時代の始まりと共に、保護区の名称変更により生駒北地区保護司会

から生駒市保護司会に会名も変更し、新しい保護司会の始まりとなりました。10月1日に

は、生駒市更生保護サポートセンターを市の施設「セラビーいこま」に開設し、市民の相談窓口を設置い

たしました。今までの保護観察の処遇活動に加えて、更生保護サポートセンター設置により、更生保護関

係団体と地域における関係機関・団体及び地域住民との連携を強化し、保護司の処遇活動を始めとする更

生保護の諸活動の一層の充実強化を図っていきたいと考えています。安心・安全な社会の構築のためこれ

からの保護司会の活動として、各団体・市民に向かって積極的に広報活動を行い、市民に寄り添う保護司

会を目指し努力していきます。
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令和元年度 活動報告

令和元年

４ 月 ８日（月） 保護区名称を生駒北から生駒市に変更

４ 月１１日（木） 役員会

４ 月１８日（木） 第一回統一研修会

「薬物事犯者の処遇について」

総会

４ 月２２日（金） 保護司会名称を生駒市保護司会に変更

５ 月２１日（火） 県社明運動実務担当者会議

５ 月２４日（金） 生駒市社会を明るくする運動推進委員会

５ 月～６ 月 小・中学校へ作文依頼とポスター配布

郵便局へポスター配布

６ 月 ５日（水） 総務部会

協力組織部会

６ 月 ６日（木） 研修部会

犯罪予防活動部会

６ 月２７日（木） 視察研修 茨木市更生保護サポートセンター

６ 月２８日（金） 幟旗・横断幕設置

７ 月 １日（月） 市内巡回パトロール

７ 月 ７日（日） 生駒駅前街頭啓発 アントレ広場

内閣総理大臣メッセージ伝達式

７ 月１１日（木） 光明中学校 薬物乱用防止教室

７ 月１８日（木） 第二回統一研修会

「生活環境調整の留意点について」

７ 月３１日（水） 市内巡回パトロール

幟旗・横断幕撤去

８ 月 １日（木） 第一回自主研修

「更生保護サポートセンターの運営について」

８ 月２２日（木） 社明作文選考

９ 月２０日（金） サポートセンター説明会

１０月 １日（火） サポートセンター開所式

１０月 ３日（木） 役員会

１０月１６日（水） 更生保護制度７０周年記念更生保護大会

１１月２１日（木） 第三回統一研修会

「無職等対象者の処遇について」

１ 月１６日（木） 第二回自主研修会 更女との合同研修会

「インターネット犯罪の現状と対策」

１ 月２３日（木） 役員会

２ 月 １日（土） 社会を明るくする運動作文表彰式

生駒市地域ぐるみの児童生徒健全育成事業推進協議会

合同交流発表会にて作文朗読

サポートセンター開所式

薬物乱用防止教室

研修会



令和元年度 更生保護制度施行70周年記念
奈良県更生保護大会

１０月１６日（水）、奈良県橿原文化会館大ホールにて 奈良県更生保護大会が開催されました。

第一部は、神主・奈良県立大学客員教授 岡本彰夫氏の講演でした。演題は、幸せになる方法

「南北相法極意脩身録から」でした。

第二部では、顕彰式典が行われました。生駒市では、保護司会より8名、更生保護女性会より4名、

協力団体より2校の方々が受彰されました。（受彰者ご芳名は敬称略とさせて頂きます。）

おめでとうございます
法務大臣表彰 奈良県知事感謝状

幸元 淳子 谷山 節子

日本更生保護女性連盟会長表彰 奈良保護観察所長表彰

平井 暎子 小山 啓二

近畿地方更生保護委員会委員長表彰 奈良保護観察所長感謝状（更生保護女性会員）

大槻 光男 木村 交作 藤堂 宏子 有山 泰代

中畑 光春 中村 けい子 奈良保護観察所長感謝状

藪田 順子 （‟社会を明るくする運動”協力）

近畿地方更生保護委員会委員長感謝状 生駒市立桜ヶ丘小学校

藪田 順子 生駒市立鹿ノ台小学校

近畿更生保護女性連盟会長表彰

辻本 一子



第69回‟社会を明るくする運動”
～犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域のチカラ～

７月は、“社会を明るくする運動”強調月間・再犯防止啓発月間です。

‟社会を明るくする運動”はすべての国民が、犯罪や非行の防止と罪を犯した人たちの更生について理解

を深め、それぞれの立場で力を合わせ、犯罪や非行のない地域社会を築くための 全国的な運動です。

＊生駒市社会を明るくする運動推進委員会を５月２４日に開催し、以下の取り組みを実施しました。

①ポスターの掲示

②幟旗の掲揚

③広報いこま掲載

④広報車による市内巡回

⑤内閣総理大臣メッセージ伝達式

⑥街頭啓発

⑦小・中学生対象の作文募集

⑧「更生保護ひまわりテレホン」広報

⑨愛の善意募金運動 等々

令和元年7月7日（日）生駒駅前アントレ広場において、生駒駅前街頭啓発活動を行いました。生駒市民吹奏楽団に

よるオープニングセレモニーの後、内閣総理大臣メッセージが小紫雅史生駒市長に伝達されました。推進委員会の

方々が生駒駅周辺で啓発物品の配布を行い、 ‟社会を明るくする運動”への理解・協力を呼びかけました。

生駒市社会を明るくする運動作文コンテスト

２月１日に優秀作品の表彰式が行われました。

優秀賞

小学校の部 生駒小学校 ５年 亀井香子 しんせつな人がひとりでもふえてほしい

生駒東小学校 ５年 中尾毬那 いじめの怖さ

あすか野小学校 ５年 堤康太郎 ちいさな勇気

中学校の部 上中学校 ２年 池田爽世加 中立の立場で判断する日

上中学校 ２年 寺中栞 心に寄り添う

光明中学校 ２年 佐藤りん 社会を明るくするために

特別賞

生駒東小学校 ５年 辻一希

真弓小学校 ５年 枡川里奈

特別賞として、地域の方々の安全・安心を守るため

の活動や行動への感謝の意を表している作文を選出

し、地域の方々にも感謝状を贈りました。

生駒駅前街頭啓発


